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物 価
(1）：卸売物価
33年のμ - 1 O月を底として以後ゆるやかに上昇に転じたが、 34壬手足月
以降だいだい横ばいを続けたの 8月になると前月比メ／%の急上昇を示したが、
これは金属、建築材料の安i福の訂正と雑品類にわずかの土井が厄られたのと、
繊維績がぞっと好転を見せたことによるものであった。 9f.l 1 0月と上昇を続
けたが、 9月下旬の伊勢湾台風の最長響を見落すことができない。建築材料と食
併に大ぎな縫貨が見られ、繊維、金属類もかJ工りの機質を昆せた。しかし、伊
勢湾台風の影響は一時間なものであヨーから、今後の卸売物価の丞調は、圏内的
な生巌拡大の領向と設備の緩動率の縄係、および海外市泌の動向によって決定
されよう ρ 卸売物納は今後も微識を続けるであろうが、おそらく急上井を示す
ということは必いであろう。
( 2）小売物価
小売物価は不年にはいつーにからは誠ばい傾向を続けた。季節変動食品を除く
と 33年 12 Jjが 9?. c; で、 34王手 δ上iも 7究7 であった。 3生半 9月には
I 00之、工 O Aにはメ 00. 15 とJエつ「にいるが、それは主としえ食料と繊維製品
の上井にもとずくものと品われる c こ L でも伊勢荷台風の影響がみられる c
(3} 消費者物価（全部市、東京、大阪｝
3 4年にはいつ℃ 6J頃までは横ばいであったが、それ以後、か ri:.り上井し
てきた。食料、被服、光熱の上井がいちじるしいのであるが、 lu月以峰は伊
勢湾台風の影響で食料と繊維の上弁が中心である。特徴的年のは、住居賓が 33
年以来上井を続 VT-C.ぎたことである。
( 4) t持費者物価｛富山）
お4 1:手Z月に前月比メ g 96の下落を刀えしたが、乳卵、魚介の下落がいちじる
しかった。 4月にはほぼ 1}jの水準に復帰したが、魚介の上昇がその主因であ
る今。月にはそれ以前の l手聞の最低に慈したが、これも、魚介の前月比£／
%の下落に主としt もとずくものである。 8fjには昨年以来最高の水準に這し
た。これは、野菜の前上i比 70 %の急上昇と乳卵の前月比 l0 %の上昇による
ものである。 9月には卦袋が官官月比／ ι／%の下溶を示し、魚介は前月兆／7.3 
%の下落、菓子呆物が前月比／。2.1 %の下落を示すことによっ之、 8月の呉常
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なよ弁が修正されたの
富山の消費者物価は、東京、大棋のように 3生年後半においえ特ι」二昇傾向
をみ．ぜていない。特に家賃地代は上井偏向を示すとはいえはかったのであるが、
工中舟において前月比 I3 %の上井を示したことは今後の動向にとっぇ注白す
べきことと感われる。
15；富山市と東京．大阪のI肖費者物価比較
われわれは本季報第 1号におい之、昭和 3iJ年から昭和：33年の各年につい
て、東京、大阪と北陸三燥の明｛尚比較を行った。そこで見出されたことは、特
に富山市の物価は絶対水準が再認可iよりも下祖っているということであった η
われわれが以下試るのは、る宮市別治賞者物価指数の中分類別の各県民につい之、
吻叫婦数の動ぎを東京、大翫と富山についt比較し、ほんらかの特徴を見出そ
tとすることである。中分類刻長討として板上げた糸列は次のようである。童文類、
魚介、肉緑、手し卵、野菜、乾物、加工食品、調味料、菓子米’初、繭説、欽料、
i{ 1員、光熱、家賃地代、住宅i彦嬉、水道科、家具什器、保健補生、交通通信、
教育、文房具、 1修費娯主義、たばこの二十三己である。これらの糸列（ただし、繭
語、たばこ、水道料はi余いた）につい℃ S話相130年忌準の指叙のグラフを描く
こιによって、五つのグループに整理でざることが分った。第 1のグループは、
三番i市街jの水棋の較差が時間とともに大と伝ると認められるものでゐる。この
グ I#－プはさら 6乙、倒的変化が景気前な官重要設を示さほいものと、示すものの二
つにつ区分できる。
弟恥グループ
（λα ） 景気前fil掃を示さないもの。
文房兵、保健衛生
（パ h) 示気前昔話喜重な示ずもの。
家具什様、光熱、住宅修繕、肉類、調妹科
第おグループは、価格変動が季節的処循濠を持つものであるが、三都市闘の
水準の厳重きが持閣とともに大と ［£.るという ζ とは特に認められないが、季節的
［£.循若葉な買い℃呆気的循環が存在するこムとは誠められる。
第おグループ 魚介、身菜、菓子采物、乳姉
第 3のグループは、三都市の価格変動がたし、たい平行と認められるものであ
って、このグループも長気循療をもつか否かによっt二つの小区分に分れ令。
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( .3α｝ 景気循環を示さほいもの。
飲料、話養娯楽
( .1h) 景気循環を示すもの。
irn及、加工食品、穀類
弟 4グループは、 ldi俗変動は上弁主義舗が友理的であっ之、しかも、三都市聞
の価絡水準の較差が時間とともに大と （I.る鍋i布を持つものである。
第 4グループ 家賃地代、乾物
第 6 グループはよ｛劇的が踊設的な上井｛頃！勾をもつものである。
弟。グループ 交通通信、教育
これらの五つのグループについ之、第 1グループを家具什語、第おグループを
長子米物、第 3グループを飲料、策 4グループを家策地代、第 5グループを交
通過信に代表さぜ之、をれらのグラ 7 を別表に掲げておいた。
富山の項a到の（ jο ｝j基準のj 物価土井率が‘東京、大露えを上回る嗣i砲があ
るのは弟エグループでほ、宮家兵什器、文房具、光熱、肉媛、第 2グループでは、
手L~I~ 、第 3 グループでは、復縁、弟 4 グループではなく、弟 5 グループでは、
交itU通信である。物価ーの地域走指荻は、金.m市基準では総合および食料ともに
富山が大さくなる偏向がゐり、東京、大鼠は総合ではだいたい一定であるので
（後科では二都市とも大と I工る偏向がゐるj o 総合では富山と東反、大磁の辺
誠遣は少 （I.くはる傾向がある。 ｛ただし、食科だけは高山の方がより安くたる
傾向がある｝
金沢と福井は、総合においても、露芝府ιおい1 も、東京、火放との差がだい
たい維持され工いるととは注討すべぎことである n これらの地域差指数ほ、 A
表と I主義に示されるとおりである。
（柴田 格・飯原慶雄〉
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